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はじめに
16世紀の後半以降、カトリック教会はトリエント公会議に基づき、聖人の持つ意義を強調し、
彼らへの崇敬を促すことを積極的に推進していく。多くの優れた敬神家たちが列聖、列福され、
世俗の者たちにとっても近しい存在であった聖人たちへの信仰は次第に過熱し、彫刻や絵画にお
いて多くの聖人像が創出されることとなった。この時代に聖人に加わった者の一人に、カルトゥ
ジア会の創設者聖ブルーノ（1030頃 -1101年）がいる。聖ブルーノは11世紀、その篤い信仰心か
ら世俗における高位の聖職を離れ、厳しい隠遁生活を行う集団を形成した（１）。これがカルトゥ
ジア会となった。聖ブルーノはその博識さにおいても令名高く、彼は皇帝権の脅威にさらされた
教皇庁を救うべく尽力した。しかし、これらの偉業に反し、その列聖は遅く、聖人達の一人に加
えられたのは、死後500年以上を経た1623年のことであった。
列聖を記念して、聖ブルーノを主題とした絵画や彫刻は数多く制作された。その中でも、特に
幾つかの修道院の回廊を飾った聖人の生涯をテーマとした絵画連作は、壮観たるもので、ジョバ
ンニ・ランフランコ（1582-1647年）、ビセンテ・カルドゥーチョ（1567頃 -1638年）、ウスタッシュ・
ル・シュウール（1616-1655年）といった画家達によって実現された。一方、本論稿で扱うフラ
ンシスコ・デ・スルバラン（1598-1664年）によるセビーリャ、ラス・クエバスのカルトゥジア
会のための三点の絵画（以下ラス・クエバス三部作）は、聖ブルーノの生涯を主題としながらも、
聖人伝連作とは違った様相を呈している。
ラス・クエバス三部作は、修道院の聖具室装飾のために制作され、《食堂の聖ウーゴ》（図１）、
《聖ブルーノと教皇ウルバヌス２世》（図２）、《ラス・クエバスの聖母》（図３）から構成される。
制作時期は1655年頃であることが、修道院の文書史料と、様式から推定され（２）、三部作には、
スルバランの後半生を特徴づける穏やかで優美な技法のもとに、総じて俗世から離れ、禁欲や清
貧に生きるカルトゥジア会の厳格な修道精神が巧みに表明されている。ラス・クエバス三部作は、
19世紀以来、聖具室の壁面から取り外され、現在はセビーリャ県立美術館に収められているため、
17世紀当時の聖具室の状態を知ることはできないが、三点の画布を飾っていた漆喰の額跡はまだ
残存しており、バティクルは三点の配置案を提示した（図４）（３）。
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バティクルによる額跡の発見は、ラス・クエバス
三部作が三点のアンサンブルであるとの解釈を導い
たことに加え、同三部作が、多くの聖ブルーノの生
涯連作とは異なり、聖人の生涯へのオマージュとい
うよりは、カルトゥジア会が誇りとする美徳の称揚
であることを確かなものとした。すなわち《食堂の
聖ウーゴ》が「禁欲（mortificación）」、《ラス・ク
エバスの聖母》が「聖母の庇護下でのカルトゥジア
会の戒律の実践（la orden cartujana ejercía bajo la 
protección de María）」、《聖ブルーノと教皇ウルバ
ヌス２世》が「沈黙（silencio）」または「孤独
（soledad）」を表象すると解釈される。
「聖母による庇護」を表す《ラス・クエバスの聖
母》は、聖母がマントで信徒を覆う伝統的な慈悲の
聖母の図像を採用しており、カルトゥジア会の守護
聖人である聖母マリアの庇護を表すシンボリックな
イメージと解釈されている。一方、《食堂の聖ウー
ゴ》と《聖ブルーノと教皇ウルバヌス２世》は、そ
れぞれカルトゥジア会の創設者聖ブルーノの生涯を
主題とする作品で、《食堂の聖ウーゴ》は、肉食の
禁止が神の意思によって示された聖ブルーノの伝記
からのエピソード、《聖ブルーノと教皇ウルバヌス
図１　スルバラン《食堂の聖ウーゴ》
1655年頃 油彩/カンヴァス 262×307cm
図２　スルバラン《ラス・クエバスの聖母》
1655年頃 油彩/カンヴァス 267×320cm
図３　スルバラン
《聖ブルーノと教皇ウルバヌス２世》
1655年頃 油彩/カンヴァス 272×326cm
図４　バティクルによる復元図
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２世》は、時の教皇ウルバヌス２世と聖ブルーノの会談という実際の出来
事に基づく。
共に聖ブルーノの生涯をテーマにする作品において、《食堂の聖ウーゴ》
が、「禁欲」の美徳を示すことは、この作品が肉食禁止の基となった伝記
上の奇蹟を主題としているため、明白であろう（４）。しかし、《聖ブルーノ
と教皇ウルバヌス２世》の場合、選ばれたのは、聖人と教皇が会談する場
面であり、定説化した「沈黙」や「孤独」の美徳とは無関係のように見え
る。なぜこの題材が美徳を伝えるものとなり得たのだろうか。また、《食堂の聖ウーゴ》には描
かれていない円光が、《聖ブルーノと教皇ウルバヌス２世》の聖ブルーノには特徴的に描かれて
いることも不可解といえる（図５）。これらの問題は、先行研究において追及されることはなかっ
た。しかし、ラス・クエバス三部作の解釈を深化させるうえでこれらの問題は決して看過するこ
とはできない。特に、円光の有無は、ラス・クエバス三部作が美徳の称賛を表わす絵画であると
いう従来の解釈のみでは説明できないのである。本論稿では、スルバラン作品の文学的典拠と
なった同時代の著作の再検討とカルトゥジア会で行われていた修道実践への考察を通して、美徳
の称賛の明示ではないラス・クエバス三部作の持つもう一つの側面を明らかにしたい。
１．聖ブルーノと教皇ウルバヌス２世の会談
豪奢な刺繍のついた天蓋や絨毯、唐草文様の浮彫装飾のなされた壁面など、豪華な装飾の施さ
れた居室で向かい合って座るのは、カルトゥジア会の創設者聖ブルーノ（向かって右）と教皇ウ
ルバヌス２世（左）である。この情景は、カルトゥジア会の創設者聖ブルーノがかつての弟子ウ
ルバヌス２世に助言を求められて教皇庁に赴き、会談を行ったという伝承を表している。11世紀
末、教皇庁が皇帝権との諍いに悩まされていた折、時の教皇ウルバヌス２世はかつての師、聖ブ
ルーノに助言を求めた。聖ブルーノはカルトゥジア会の創設者であるだけでなく、博識さでも著
名な人物であった。
聖ブルーノは、共にシャルトルーズの荒れ野で隠遁生活を行っていた６人の同志と共にローマ
に赴いたのだが、スルバランの作品に同志たちはおらず、代わりに画中右端には二人の教皇の従
者が控えている。中央の円柱や右上のカーテンといったモティーフはスルバラン作品になじみの
ものである。窓の外は抽象的な背景となっている。聖ブルーノの頭には、聖人がしばしば戴くニ
ンブスのような円光がアウラによって表現され、この聖人の神聖にして厳粛な姿を印象づけてい
る。
聖ブルーノ伝において、ローマで教皇に助言を与えたことは彼の輝かしい業績であるが、絵画
の主題となることは極めて稀といえる。先行作例では通常、この場面の後に続く、聖ブルーノが
教皇から薦められたレッジョの司教職を拒否する場面が取り上げられる。これは聖人の持つ謙遜
図５　図３の部分
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の美徳を称えるためである。教皇と会談する
聖ブルーノを主題とした絵画作品はほとんど
なく、唯一の例外作として、カルドゥーチョ
による《聖ブルーノと教皇ウルバヌス２世》
（図６）が挙げられる程度である（５）。スルバ
ランがカルドゥーチョの作例を目にしていた
ことは、構図やモティーフの類似から明らか
だろう。しかし、ここでは両作の差異に注目
したい。スルバラン作では、机上の十字架や
教皇冠などが削除されている。また、カル
ドゥーチョ作の方が、人物に生気がある。教
皇は聖ブルーノに身振りで何かを伝えようと
し、対する聖ブルーノは、静かな雰囲気は感
じさせながらも、視線を真っ直ぐ教皇に向け
ている。他方、スルバランの描いた聖ブルー
ノは頑なに口を閉ざし、対話や交感を忌避し
ているかのようだ。まさに、沈黙しているのである。
もちろん、聖人と教皇の会談という歴史的な事実自体は「沈黙」の美徳と直接的な関係は持っ
てはいない。それでは、なぜこの主題が美徳の表現として選択されたのであろうか。この問題の
解決のために、本作品の文学的な典拠を再検討することから始めよう。
２．文学的典拠と美徳
《聖ブルーノと教皇ウルバヌス２世》の文学的な典拠として、バレンシアのカルトゥジア会士
フアン・デ・マダリアーガが1596年に執筆した『カルトゥジア会の創始者聖ブルーノの生涯』
（1596年）が挙げられる。この著作は二部構成で一部は聖ブルーノの生涯、二部ではカルトゥジ
ア会の慣習に対する称賛が記されている。スルバランの絵画制作に約半世紀先立つ刊行とはいえ、
スペイン語で執筆された聖ブルーノ伝の中では最も広く普及していた事実を考慮するならば、ス
ルバランに制作を委嘱したラス・クエバスの修道院長がこの著作を参照するよう薦めた可能性は
高い。聖ブルーノと教皇の会談の場面は以下の通りである。
「…〔教皇は〕師ブルーノの助言や意見なくしては、重要なことは何もできなかった。彼は教
皇の友人にして同僚であり、その全てに満足していた。ところが、聖ブルーノは、孤独により次
第に扱いにくい態度に変わり、そのために多くの祭事を疎んだ。日々、彼はシャルトルーズへの
図６　カルドゥーチョ
《聖ブルーノと教皇ウルバヌス２世》
1628-32年 油彩/カンヴァス 345×315cm
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帰還が裁可されないことに悩まされたが、ウルバヌスは聖ブルーノの教会への貢献を鑑みて、帰
還には決して同意しなかった。（６）」
この一文からは、聖ブルーノの教会への貢献がうかがえるとともに、聖ブルーノがシャルト
ルーズの荒れ野への帰還を強く希求していたことが読み取れる。かくしてスルバランが描いた聖
ブルーノは、まさに人との交感を拒んで沈黙する聖人の姿なのである。それゆえに、バティクル
は、この作品に「沈黙」の美徳を見出そうとした（７）。確かに、画中の人物が互いに交感してい
ない様子や、ひたすら自己沈潜しようとする聖人の表情からは、修道院構内の静寂に包まれた雰
囲気が感じられよう。
この一方、セレーラは「沈黙」と同様に「孤独（soledad）」がほのめかされていると指摘した（８）。
確かに文中に見られる、「孤独により」という文言を考慮すれば、それは妥当と言える。神のみ
を求めて荒れ野に隠遁したカルトゥジア会士にとって、自らの信仰実践のために他者から離れる
「孤独」という行為は、修道生活の根幹をなし、彼らの日々の読書や祈禱、瞑想、観想などの霊
的実践は自身の修室における孤独の内でなされた（９）。「孤独」の提示と捉えれば、本作が、《食
堂の聖ウーゴ》の教える「禁欲」の美徳と共に、主題として選択された動機に関し、一定の解決
を見出せる。荒れ野に隠遁したのは、聖ブルーノが「孤独」の美徳を重視したためであり、この
美徳が「禁欲」とともに聖ブルーノが持つ重要な美徳であることを、以下、マダリアーガは明記
している。
「あらゆる修道会には三つの共通の土台となる美徳、すなわち従順、清貧、慈愛があり、それ
らなしには完全な修道会たりえない。我々の師父、聖ブルーノはさらにそれらのうえに、他の二
つの素晴らしい貴石を用いてこの建物の壁を築いた。それは隠遁〔recogimiento〕と悔悛〔peni-
tencia〕である。（10）」
聖ブルーノは「禁欲」と「隠遁」という二つの傑出した美徳を有していた。「悔悛」は、自ら
の心を神に向け、神へ帰依することで、このため、地上的な喜びは拒否され、禁欲的な生活が求
められる。マダリアーガはこの引用の次章で、修道院でなされるべき永続的な悔悛（perpetua 
penitencia）と結びついた、禁欲の実践について説明している（11）。他方、「隠遁」は神と一人で
向き合うため、俗世から離れる行いを意味する。したがって、孤独の美徳と不可分である。古来、
多くの優れたキリスト者たちが、世間を離れ、砂漠や荒野など未開の地で苦行や瞑想を行ってき
た。カルトゥジア会の開祖である聖ブルーノもまた孤独を求め、世俗を離れた一人である。孤独
において神のみを求めるカルトゥジア会にとって、彼が荒れ野への隠遁を求めたことは修道会の
存在意義に関わる重要な美徳の行いであった。本作で会談という場面が選択されたのは、マダリ
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アーガの記述する聖ブルーノの様子を典拠とし、公の場でありながらも他者との交感を拒む聖人
の姿によって、本来求められるべき「孤独」の美徳を明示する意図があったためではないだろう
か。
それゆえ稿者は、《聖ブルーノと教皇ウルバヌス２世》が「沈黙」と同様に「孤独」の美徳も
示唆しているというセレーラの指摘に関して、もちろん異論はない。その解釈は場面選択の動機
に関しても一定の解決をもたらすものである。しかし、それでも教皇を前に、目を伏せ、俯き、
一切の交感を拒むかのような聖ブルーノの姿は、「孤独」以上に「沈黙」を強く感じさせること
は否めない。画中の聖人は、婉曲に「孤独」や「隠遁」といったことを伝えるより、やはり直接
に「沈黙」を伝えているように思われる。そこで稿者は、《聖ブルーノと教皇ウルバヌス２世》
に表された聖ブルーノの「沈黙」にこそ、《聖ブルーノと教皇ウルバヌス２世》が持つ美徳の称
賛とは異なった側面が示唆されているのではないかと推察する。それは単に言葉の抑制という意
味ではない。会談の場において交感を拒み、黙々と自己沈潜する聖ブルーノの孤立した態度、頭
部のニンブスの存在は、神の現前に臨んで他の思考全てを排除する内的
4 4
な沈黙を読み取るべきで
あろう。すなわち、《聖ブルーノと教皇ウルバヌス２世》は、霊的実践の視覚表象として解釈で
きないであろうか。
３．霊的実践を行う聖ブルーノ
それでは、もとより「沈黙」が何を示すのか考察を進めたい。
ここでの「沈黙」が言葉の抑制のみを表すのではないことはその
図像的伝統から容易に諒解できる。伝統的に言葉の抑制という意
味での「沈黙」の美徳は、人差し指を唇に当てる我々にもなじみ
のあるポーズをとった人物像によって表現される。フランシス
コ・リバルタの描いた《聖ブルーノ》はその好例といえよう（図
７）。一方、スルバランが描いた聖ブルーノは、座して黙する瞑
想的な人物である。言葉の抑制という意味での沈黙ではなく、む
しろ霊的な実践、内的
4 4
な沈黙意味するとして捉えるべきだろう。
それはつまり、アウグスティヌスが言うように、神の言葉に耳を
傾けるために他のすべてを忘れ、沈黙するのである（12）。
霊的実践を示す聖ブルーノ図像では、祈祷する様子が描かれた
作例は多数存在する。これらは多くの場合、十字架や髑髏などを
伴っている（図８）。一般的に観想や瞑想などの霊的実践をする
聖人図像の多くはこうしたシンボルを伴っており、一方、何も持
たない場合には、視線を天上に向けたり、頬杖をついたりする姿
図７　リバルタ《聖ブルーノ》
1600年 油彩/カンヴァス
189×79cm
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で描かれることが多い。そのため、スルバランの描いた
聖ブルーノのようにただ黙して座する瞑想的な人物像は
あまり見られないが、「マルタとマリアの家のキリスト」
を主題とする作例におけるキリストの言葉を聞くマリア
の図像表現に、同様のものが見受けられることは重要と
言える。ルカによる福音書10章38-42節に記載されてい
るこのエピソードでは、伝統的に主の接待に忙しく立ち
回ったマルタが、「活動的生」を表す一方、「主の足もと
に座って、御言葉に聞き入っていた〔ルカ10; 39〕」マリ
アは観想的な生を表すものとして解釈される（13）。この
ため、例えば、ル・シュウールの作例のように（図９）、
マルタが身振りでキリストにマリアの行動に対し苦言を
呈する態度をみせる一方、観想するマリアはただ、主の
足元でその言葉に聞き入っている。神の言葉に耳を傾け
る観想者としての態度なのである。それゆえ、スルバラ
ンの描いた、座して黙する聖ブルーノも観想という霊的
実践を行う人物像として解釈できよう。
加えて、聖ブルーノが観想をしていることは、先
に引用した教皇庁における聖人の様子にも見出せる。
マダリアーガが先の著作の第２部12章の「カルトゥ
ジア会や観想的生活をする他の修道会からカトリッ
クの民衆が受ける利益」と題された章において記述
している、観想を行う者の様子と驚くほど一致して
いるのである。
「観想的な生き方の者は神の愛ゆえに、無言、盲目、
聾者と化して、見知らぬ者だけでなく両親や兄弟で
さえも遠ざけるのである。（14）」
聖ブルーノが教皇庁において冷淡な態度をとり、
祭事を拒んだのはまさに観想を行う者としての態度
ゆえであった。
図８　ル・シュウール
《祈る聖ブルーノ》
1645-48年頃 油彩/カンヴァス
193×130cm
図９　ル・シュウール
《マルタとマリアの家のキリスト》
1650年 頃油彩/カンヴァス
162.5×129.9cm
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４．観　想
それでは、カルトゥジア会で行われていた観想の実践に考察を進めよう。観想とは、簡潔に言
えば、神との内的な交流、合一に向かうための霊的実践である。これまでキリスト教史において
多くの神秘主義思想家が独自の理論を形成してきた。カルトゥジア会は統一的な修練院や学院を
有していなかったため、個々の修道院の霊性は修道院長の管轄となっている。マダリアーガは霊
的理論に関しては記述していないため、17世紀スペインのカルトゥジア会の霊性を知る上では、
ブルゴスのカルトゥジア会士、アントニオ・デ・モリーナの『精神的祈祷の卓越、利益、そして
必要性についての、教義に込められた霊的実践、並びに教会の諸聖人や博士に学ぶ瞑想。』（以下
『霊的実践』）を検討することが作品の解釈において有効と言える。『霊的実践』は何度も版を重ね、
スペインのカルトゥジア会において最も普及した霊的指南書であり、スルバランに絵画制作を依
頼した修道院長も日々の霊的実践に活用していただろう（15）。
モリーナは観想をすべての祈禱の最終目標として位置付けている。そこで、観想について考察
を進める前に、まずはその前段階である瞑想（meditación）が如何なるものかを見てみよう。
「瞑想とは、とりわけ読まれたもの、または祈禱が保つべき点を反芻し、細かく検討し、洞察
するために行われる思索や熟考である。その本来の勤めは、心を尽くして、神の事柄への熟考に
励むことである。（16）」
瞑想では、霊魂における三つの能力、神秘を思い描く想像力、熟慮を行う知性、愛する意思を
集中させる。瞑想において神的真理を理解する上で、とりわけ重視されるのは、キリストの生涯
や受難についての熟考で、『霊的実践』の後半部分の全てがこの内容に費やされている。キリス
トの生涯や受難の瞑想を実践的に活用することは、カルトゥジア会の霊的実践の伝統に即したも
のであるが（17）、モリーナがこの瞑想を重視する動機はこれだけにとどまらない。この点は後述
する。
こうした瞑想の実践の行き着く先に、すべての霊的実践の究極的な目標、観想が位置付けられ
る。
「熟考や思索の実践のおかげで、また我らが主が特有の光によりその人を照らすので、理性は
明確に真理を知る。かくして理性はその目を真理に据え、真理をただ静寂と平穏のうちに省察し
つづける。思索の必要も、確信するための立証の必要もない。…これを観想と呼ぶ。（18）」
真理とはすなわち神のことであり、見るとは感覚的にはっきりと目にするという意味ではなく、
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神によって超感覚的に認めることで、ここでは神と顔と顔を合わせる、いわゆる至福直観に至る
ことを示唆している。至福直観は神との合一を意味し、モリーナは、観想がすべての祈禱の最終
段階であると説く。観想に至った者は、もはや瞑想で必要とされた神を理解しようとする勤めや
思索への従事、外的なイメージは必要としない。むしろ熟慮や思考はそれを遮るものとなる。観
想においては単に神への直視で十分なのである。したがって、カルドゥーチョの作品において描
かれていた磔刑像がスルバランの作品において削除されたのは、観想に至った聖ブルーノにはも
はや受難のイメージは不要であったためであろう。
また、観想が人間の力ではなく、神の恩寵によってのみ達成できることも先の引用から読み取
れる。神の恩寵を霊魂に満たすためには、必要のないものは排除し、外界から離れ、霊魂を平静
な状態にしなければならない。そのために、モリーナは、
「できる限りあらゆる類いの務めや心をくだくものを無くし、魂をすべての被造物から解き放ち、
自由にせんとしなさい。すなわち、孤独と沈黙を愛し、そして人との交友、意思疎通を避け、そ
の霊魂の内奥において神のみと向き合うようにしなさい。（これこそ内向と呼ぶものである）
…（19）」
と説く。先にも述べた通り、外界の拒絶という姿勢は、カルトゥジア会にとって根本的なことで、
モリーナは、否定的な手法、つまり被造物からの離脱と神への集中を強調する。この一方で、引
用文中にある「内向（introversión）」という言葉が表す、モリーナの説く霊的実践の内面性は重
要である。この点に当時スペインにおいて広く普及していた「潜心（recogimiento）」の思想の
反映がうかがえる。潜心はモリーナの観想理論における実際的な霊的実践であった。
５．潜心の思想
モリーナは観想を説く際、しばしば recogimiento という言葉を用いている。この単語は「集
める」を意味する recoger の名詞形で、recoger に再帰代名詞 se がついた形を用いていること
から、これは自分を自分自身へと集めること、すなわち自己集中を示す。そして、自己内部への
集中、内への引き籠りへと発展する。宗教的には recogimiento は「潜心」と訳される（20）。潜心
の思想はスペイン神秘主義の主流として存在するものあり、フランスシスコ・デ・オスナがその
中核を担い、他にもベルナルディーノ・ラレード、アビラの聖テレサ、十字架の聖ヨハネなど16、
７世紀を彩る優れた思想家が潜心の実践を説いた。
モリーナがこの思想潮流の中にいたのは明らかであり、その一つの典拠はおそらくアビラのテ
レサに求められる。彼は観想の理論の多くをアビラのテレサに負っており、積極的にその著作の
活用を薦めている（21）。
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思想家たちの用いる潜心という言葉は、大まかには、神を魂の内奥に見つけ、沈潜するという
ニュアンスとして使われる。これはもちろん、宗教的実践においてしばしばみられる側面ではあ
る。古くはアウグスティヌスの思想にみられる（22）。そのため、潜心の重要性は、むしろ、自ら
の内面における神との合一というスペイン神秘主義思想の基底を形成したことにある（23）。
神は己に似せて人間を創造したため、魂には神の像が在る。これは霊魂の本質であり、内奥、
中心である。神に至るには、禁欲による感覚的な世界、現世の超克と、内的に不要なものの排除
が必要とされる（24）。そして、神すなわち、真理を知るために、神に対する熟考が行われる。こ
のため、潜心では自己認識、自己無化とキリストへの倣びが為される。まず自己認識により、自
らが持つ自惚れや欲望を削ぎ、神の御前に「塵あくた」であるという認識、すなわち本質的な謙
遜に至るまで、自らの存在を削減する（25）。自身の限界や悲惨さを認知すると、キリストの受難
への畏敬が引き起こされる。そして、キリストへの倣びが行われる（26）。キリストこそが、最上
の規範であり、その聖なる人性と神性を知ることが、真理への正しい道となるためだ（27）。これ
ら全ての実践は、モリーナによって瞑想（meditación）として説明されており、この時自己の内
奥に在る神を求めるゆえ、五感や霊魂の諸能力を沈黙させなければならない。内的沈黙により、
霊魂を空にして、ひたすら神のみに集中するのである。その後、神の恩寵が霊魂に満たされると、
神の像を通し、神の内に入り、合一に至る（28）。
概して潜心の体験では、あらゆる被造物からの離脱と、神以外の事柄に捉われないことが、中
核となる（29）。被造物からの離脱や神への集中に関してモリーナが重視していることはすでに挙
げた彼の理論から明らかであるが、加えて、モリーナが叙述する観想に至った者の様子には、彼
の持つ潜心の思想が最も明確に表れている。
「人はこの点に達すると、霊魂の内奥、自身の中心に潜心しなければならない。そこには神の
像が在る。その時、神に集中し、語りかけてくる言葉に耳を傾けなさい。そしてまるで二人以外
は世界には何も無いかのように、ただ一人で神と向き合いなさい。（30）」
潜心はまさに霊魂の内奥への隠遁（recogimiento）だと言えよう。被造物から離れ、全ての感覚、
諸能力を内奥に引き籠らせるのだ。この点を考慮し、聖ブルーノの持つ二つの美徳に立ち返るな
ら、先に見た彼の持つ美徳として語られていた recogimiento の言葉には、神秘主義的意味合い
を見出せる。《聖ブルーノと教皇ウルバヌス２世》に描かれた沈黙する聖ブルーノ像を前にした
修道士たちは、聖人が荒れ野に逃れたことに加え、霊魂の内奥へ引き籠る潜心の実践を読み取っ
たであろう。スルバランが描いたのは、潜心という内的な隠遁により霊魂の内奥で神と向き合う
聖ブルーノの姿なのである。このことは聖人の頭上に描かれたニンブスから裏付けられよう。
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６．ニンブスを戴く聖ブルーノ
キリストや聖母マリア、そして仁徳に優れた聖人の頭部を囲むように描かれた円光であるニン
ブス（nimbus）は、栄誉のあかしである。ニンブスはそれを戴く者に超自然的な性質を付与し、
その聖性を強調する。聖ブルーノももちろんニンブスを伴って描かれることが多く、カルドゥー
チョのサイクルでは確認できうる限り、《聖ブルーノと教皇ウルバヌス２世》も含め、全ての聖
ブルーノにニンブスが描きこまれている。一方、ス
ルバランの作品では、《食堂の聖ウーゴ》にはニン
ブスが描かれず、《聖ブルーノと教皇ウルバヌス２
世》の聖ブルーノにのみニンブスと思しき円光が付
けられている。その上、カルドゥーチョの描いたニ
ンブスとは異なり、線ではなくアウラのような形状
をしていることは、注目すべきである。古くは円盤
のような形態で表現されたニンブスは、ルネサンス
期、透視図法を用いた線によって表されることが多
くなった（31）。線によるニンブスの表現は、後世に
おいても広く使用され、一般的な聖性の徴として定
着している。一方、黄金の靄のようなニンブスもま
た、広く見られるもので、16、17世紀ごろからしば
しば用いられ、例えば、カルロ・ドルチやサッソフェ
ラートの作例に顕著に見られる（図10）。黄金の靄
となったニンブスは、時に画面全体をまばゆい光で
照らし、同時代に描かれたアウレオーラ（aureole）
をも想起させる（32）。
画家たちが用いるアウラ型のニンブスと、線的な
ニンブスの間に聖性の明確な序列があるかどうかと
いう点に関しては、一層詳細で広範な研究を要する
ため、今後の課題としたいが、二種のニンブスに
よって聖性の差が表されている作例が確かに存在す
ることは、注目すべきである（33）。例えばグレゴリ
オ・マルティネスの作品では、キリストと聖母、聖
人が異なるニンブスを戴き、聖性に差が見られる
（図11）。また、スルバランに関していえば、キリス
図11　グレゴリオ・マルティネス
《聖アウグスティヌスとトリエントの
聖ニコラスのいる哀悼》
1590年代 油彩/カンヴァス
22.9×28.6cm
図10　カルロ・ドルチ《悲しみの聖母》
1650年頃 油彩/カンヴァス
82.5×67cm
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トや聖母には、しばしばアウラのようなニンブスが用いられることはあるものの（図12）、聖人
に対してこのニンブスが描きこまれることはない。概して聖人たちには、線によるニンブスが付
けられている。これが次第に柔和な作風に代わるスルバランの様式発展の結果でないことは、晩
年に描かれた《レ・マルケの聖ヤコポ》（図13）が例証している。したがって、《聖ブルーノと教
皇ウルバヌス２世》において描かれたアウラのようなニンブスは、聖ブルーノが本来の聖人とし
ての位階よりも高い位置にあることを想起させる。つまり、聖ブルーノが潜心の実践によって現
世を超克し、神との合一、観想に至った者であることを視覚的に教唆しているのではないだろう
か。教皇庁という公的な場において外界を拒絶し、自己の内面に潜心する聖ブルーノは、霊魂の
内奥に神を見出し、合一し、完徳者の徴としてアウラのようなニンブスを戴くのである。
おわりに
本論稿では、《聖ブルーノと教皇ウルバヌス２世》における主題解釈の再検討やカルトゥジア
会の霊的な実践理論との比較により、《聖ブルーノと教皇ウルバヌス２世》が単に「沈黙」や「孤
図12　スルバラン《茨のイエス》
1645年頃 油彩/カンヴァス 128×85cm
図13　スルバラン《レ・マルケの聖ヤコポ》
1658年頃 油彩/カンヴァス 291×165cm
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独」の美徳を伝えるにとどまるのではなく、潜心という具体的な霊的実践をも表現していること
を明らかにした。観者となったラス・クエバスのカルトゥジア会士たちは、《聖ブルーノと教皇
ウルバヌス２世》の聖ブルーノから観想の実践、《食堂の聖ウーゴ》の聖ブルーノから禁欲の範
を見出し、己の修道実践を省みる。そして三部作の絵の中央に位置する、祈る修道士を庇護のマ
ントで包む《ラス・クエバスの聖母》によって、それらの実践が聖母の慈悲深い庇護の下で行わ
れることを想起する。聖具室が、祭具や聖遺物を収める部屋であることを考慮すると、ラス・ク
エバス三部作がどれほど実際の修道実践に役立てられていたのかは、現段階ではうかがい知れな
いが、ラス・クエバス三部作に修道士達の日々の霊的実践が反映されているという事実は、三部
作の解釈を深化させる上で、重要な一側面といえよう。
注
（１）　彼が最初に建てた修室は「カルトゥジア」と呼ばれた。（P. ディンツェルバッハー　J.L. ホッグ　編『修道
院文化史事典』朝倉文市　監訳、八坂書房、2008年、163頁。）
（２）　これまでラス・クエバス三部作研究では、制作年代が中心的な問題であった。多くの研究者たちによって、
主張された制作年代は幅広く、スルバランの画業の初期である1626年から晩年の1655年にまでいたる。これは、
作中に見られる空間構成や人体表現のぎこちなさに着目した研究者が、ラス・クエバス三部作をスルバラン
の初期作と見る一方、修道院が18世紀に作成したラス・クエバスの年代記に記載された1655年という年代を
信じる研究者が、スルバランの晩年作として位置付けたためである。現在では、修道院の年代記に記述された、
1655年を制作年とする考え方が主流である。稿者もラス・クエバス三部作に見られる繊細な明暗表現や、柔
らかな筆致から、この年代設定で問題ないと考える。主な先行研究は以下のとおりである。
 Cascales y Muños, J., Francisco de Zurbarán, su época, su vida, y sus obras, Madrid, 1911, pp. 39-40.; Soria, M. 
S., The Paintings of Zurbarán, London, Phaidon, 1953, p. 12; Caturla, María Luisa, El conjunto de las Cuevas, 
Granada, 1968.; Brown, Jonathan, Francisco de Zurbarán, H.N. Abrams, New York, 1974（ジョナサン・ブラ
ウン　（神吉敬三　訳）『スルバラン』美術出版社、1976年、20頁。）; Gállego, Julián, and José Gudiol, trancel-
ated from Spanish by Kenneth Lyons, Zurbarán 1598-1664, Biography and Critical Analysis, London, 1977, 
pp. 298-300.; Mallory, Nina Ayara, Notas críticas sobre la pintura de Zurbarán, Goya, 201, 1987, pp. 156-161.; 
Baticle, Jeannine, Zurbarán, exh. cat., New York, Metropolitan Museum of Art, 1988., pp. 219-233; Serrera, 
Juan Miguel, Zurbarán, exh. cat., , Madrid, Museo Nacional del Prado, 1988., p. 306-316. ; Pérez Sánchez, A.E., 
El último Zurbarán, Zurbarán: La obra final. 1650-1664, exh. cat., Museo de Bellas Artes de Bilbao, 2000, 
pp. 15-37; Valdivieso, Enrique, Zurbarán : IV centenario ; Museo de Bellas Artes de Sevilla, 8 de octubre-9 de 
diciembre, 1998, exh. cat., Sevilla, 1998, pp. 18-19; Delenda, Odile, Catálogo razonado y crítico, Fundación Arte 
Hispánico, Madrid, 2009. 拙稿「スルバランの様式発展と「ラス・クエバス三部作」」『美術史研究』第50冊103-
124頁
（３）　Baticle, op. cit., pp. 219-233.
（４）　この伝説の概要は以下の通り。「ある四旬節前の日曜日、聖ウーゴは隠修生活をしているブルーノとその６
人の仲間たちのもとに、肉を送った。当時はまだ肉食に関する規律が正式に適用されていなかったが、修道
士たちは、つましい食事をする慣習から、肉を食べるべきか否か熟考する。すると、突然彼らは深い眠りに
落ちてしまう。この眠りは四旬節の間続く。肉を送られてから45日後、ウーゴが修道士たちと聖木曜日を共
に過ごすため巡察しに来る。ウーゴはまず、修道士たちに自身が訪れる事を告げるため、使いを送った。使
用人は肉食が厳しく禁じられる聖週間であるにもかかわらずテーブルの上に肉があるのを目にし、驚き、そ
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れをウーゴに報告した。しかし、ウーゴはこれを信じなかった。ウーゴが食堂に着くと、ブルーノは目を覚
ました。ウーゴは「今日は何の日だ ?」と彼に問う。するとブルーノは何食わぬ顔で「四旬節前の日曜日」と
答え、断食の教えについて話し合っていた事について告げた。不審に思ったウーゴは食卓の肉に目を向けた。
すると目の前で肉は、たちまち灰となって散った。この奇跡に修道士たちは神の意思を見、その時から肉食
を慎む誓いを立てるようになったのである。」（Juan de Madariaga, Vida del serafico Padre San Bruno patri-
arca de la Cartuja, Valencia, 1596, fol. 147 r. -148 r. より要約。）
（５）　カルドゥーチョはマドリード近郊に位置するエル・パウラールのカルトゥジア会の依頼で1620年代末から
30年代初頭に、「聖ブルーノの生涯」の主題とした27点を含む56点の絵画による長大なサイクルを制作した。
（６）　“(...)No hazia cosa de importancia sin consejero y parecer del Maestro Bruno: el era su amigo, y compa-
ñero, y todo su contento. Mas ya se auia buelto muy arisco san Bruno con la soledad, y por eso no gustaua 
mucho destas fiestas. Cada dia lo molestaua por licencia para boluerse a su Cartuxa, mas nunca vino bien 
enello Vrbano, por el seruicio que de su persona recebia la Yglesia.”（Madariaga, op. cit., fol. 39r.〔〕内は稿
者による）三部作とマダリアーガの著作との関係はバティクル、セレーラ、デレンダなどが指摘しているが、
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